
指定通所介護事業

重要事項説明書
りんどうデイサービスセンター大磯

エィチ・ビーアンドシー株式会社



1　事業所の概要

2　事業の目的及び運営の方針

3　営業日及び営業時間

4　サービス提供日及び提供時間

連絡先： 0463-71-3557

5　単位数及び定員

提
供
時
間

1単位

2単位 13:40～16:40 13:40～16:40

9:30～12:30

13:40～16:40

事 業 所 名 りんどうデイサービスセンター大磯

所 在 地 神奈川県中郡大磯町国府本郷1198 電話 0463-71-3557

提供地域 大磯町全域、二宮町の一部(二宮、富士見が丘)

介護予防・日常生活支援総合事業第一号通所事業

営業日 月曜日～土曜日（祝祭日も営業） 営業時間 8:30～17:30

介護保険事業所番号 1471300499

併設サービス
居宅支援、訪問看護、訪問介護

  (1) 利用者がサービスの利用の中止をする際には、すみやかに所定の連絡先までご連絡ください。

単位数 2 定員 各20名

提供日 平　日 土曜日 祝祭日
日曜日、年末年始(12/29～1/3)はお休
み。9:30～12:30 9:30～12:30

目　的

エィチビーアンドシー株式会社が開設する

管理運営に関する事項を定め、事業所の生活相談員及び機能訓練指導員、看護師、

提供サービス及び 指定通所介護事業
管理者氏名 津上　真樹

りんどうデイサービスセンター大磯

（以下「事業所」という）が行う通所介護事業（以下「事業」という）と介護予防

・日常生活支援総合事業第一号通所事業（以下「総合事業」という）の適正な運営

を確保するために人員及び管理運営に関する事項を定め、事業所の生活相談員及び

准看護師等の看護職員、介護職員（以下「従業者」という）が要介護状態または

総合事業対象者にある高齢者に対し、介護保険法令・県条例の趣旨に従うと共に

適正な指定通所介護事業及び総合事業を提供することを目的とする。

方　針

事業の実施に当たっては、要介護者及び総合事業対象者となった場合においても、

心身の特性を踏まえて、利用者が可能な限りその居宅において、その有する能力に

応じ自立した日常生活を営むことができるよう、さらに利用者の社会的孤立感の

解消及び心身の機能の維持並びに利用者の家族の身体的及び精神的負担の軽減を図

るために、必要な日常生活上の世話、機能訓練等の必要な援助を行う。また、利用

者の意志及び人格を尊重し、常に利用者の立場に立ったサービスの提供に努める。

2.事業の実施に当たっては、その状態の軽減もしくは悪化の防止に資するよう、

その目標を設定し計画的に行うとともに、地域との結びつきを重視し、市町村、

地域包括支援センター、居宅介護事業者、地域の保健医療・福祉サービスを提供

する者との綿密な連携を図り、総合的なサービスの提供に努めるものとする。



6　サービス内容

　
7 利用者負担金

　介護保険外のサービスとなる場合には、全額自己負担となります。

前項のほか、次に掲げるその他の費用を徴収します。詳細は別添の料金表のとおり。

（1）その他の費用 ①おむつ・パット代

8　従業者の勤務体制

9　通常の事業の実施地域

（2）ご利用日の送迎時間は事前にお伝えいたします。

　送迎時間は突発的な事由により、若干予定時刻が前後してしまうことがあります。

10　緊急時等における対応方法

　サービス提供にあたり事故、体調の急変等が生じた場合は、事前の打ち合せに基づき、家族、主
治医、救急機関、居宅介護支援事業者等に連絡します。

機能訓練 個別計画を立て指導員の指示により行います。

（1）大磯町全域、二宮町の一部(二宮、富士見が丘)

健康チェック 看護師により血圧測定等、利用者の健康状態の把握を行います。

相談援助 利用者及びご家族からのご相談に応じます。

（2）月の利用料金は、自動口座引き落としにてお支払い頂きますようお願いします。
　  但し、やむを得ない事情がある場合には、他の方法での支払も可能ですのでご相談下さい。

生活相談員 看護職員 機能訓練指導員職種

員数 １名以上 １名以上 ２名以上

介護職員

２名以上

排泄介助
利用者の状況に応じて適切な排泄介助を行うと共に、排泄の自立について適
切な援助を行います。

レクリエーション
利用者の生活面での指導・援助を行い、各種レクリエーションを実施しま
す。

送迎 ご自宅から施設までの送迎を行います。

　利用料金負担金は別添料金一覧表をご参照ください。

　料金の詳細はケアマネジャーの提示する利用票をご参照ください。　　　　　

　居宅サービス計画を作成しない場合など、「償還払い」となる場合には、一旦利用料(10割)を支
払い、その後市町村から保険給付分(9割又は8割又は7割)の払い戻しを受けます。



11　相談窓口、苦情・ハラスメント対応

  (1) サービスに関する相談や苦情・ハラスメントについては、次の窓口で対応いたします。

  (2) 公的機関においても、次の機関において苦情申出等ができます。

 (1)採用時研修　採用後１ヶ月以内

 (2)認知症介護基礎研修(医療・福祉関係の資格を有さない職員に対して義務付け)採用後1ヶ月以内

 (3)継続研修　　年１回

13　非常災害対策

　消防計画にのっとり対応を行ないます。年2回、施設としての避難訓練を行ないます。

14　衛生管理

8：30～17：15

(3)食中毒及び感染症の発生を防止するための措置等について、必要に応じて保健所の助言、指導を
求めるとともに、常に密接な連携に努めます。

(4)従業員の健康診断を一年毎に一回以上義務付けるものとします。

(4)事業所において、従業者に対し、感染症の予防及びまん延防止のための研修及び訓練を定期的に
実施します。

15　感染症対策

(1)事業所は事業所において感染症が発生し、又はまん延しないように、次の次号に掲げる措置を講
じます。

(2)事業所における感染症の予防及びまん延防止のための対策を検討する委員会（テレビ電話装置等
を活用して行なうことが出来るものとする。）をおおむね６月に１回以上開催するとともに、その
結果について、従業者に周知徹底を図ります。

(3)事業所における感染症の予防及びまん延防止のための指針を整備します。

(2)指定通所介護事業所において感染症が発生し、又はまん延しないように必要な措置を講じます。

神奈川県国民健康保険団体連合会
(介護保険課　介護苦情相談係)

045-329-3447 8：30～17：15

12　従業員の研修

　事業所は職員の資質向上を図る為の研修の機会を次の通り設けるものとし、また、業務体制を整
備します。

(1)指定通所介護事業の用に供する施設、食器その他の設備又は飲用に供する水について、衛生的な
管理に努め、又は衛生上必要な措置を講じます。

※土曜日・日曜日・祝祭日・年末年始を除く

二宮町(高齢介護課) 0463-71-5348

8:30～17:30

市町村介護保険相談窓口 　電話番号 受付時間

大磯町(福祉課) 0463-61-4100 8：30～17：15

当社お客様
相談窓口

電話番号 0463-71-3557

Fax番号 0463-71-3514

相談員(責任者) 津上　真樹

対応時間(月～金)



16　事故発生時の対応

17　秘密保持

18　身体的拘束等の適正化

19　虐待防止について

20　ハラスメント対策の強化

21　業務継続計画（BCP）の策定

(1)事業者は従業者に対し、業務継続計画について説明、周知するとともに、必要な研修及び訓練を

定期的に実施します。

(2)事業者は、定期的に業務継続計画の見直しを行ない、必要に応じて業務継続計画の変更を行います。

22　当法人の概要 

　サービス提供にあたって、事故が発生した場合には、すみやかに利用者の状態を確認し、必要に
応じて主治医・医療機関への連絡を行います。その後、ご家族への連絡を行います。

　当事業所は、利用者にサービスを提供するうえで知り得た情報は、契約期間中はもとより契約終
了後においても、決して第三者に漏らすことはありません。また、利用者やそのご家族に関する個
人情報が含まれる記録物に関しては、注意をもって管理を行い、処分の際には漏洩の防止に努めま
す。
　ただし、当事業所がサービスを提供する際に利用者やご家族に関して、知り得た情報について、
サービス担当者会議などでサービスの利用調整を行う際に必要となります。このため、その利用に
は利用者の同意が必要となりますので、別紙の個人情報同意書に署名をいただきます。

　事業所は、利用者又は他の利用者等の生命又は身体を保護するため緊急やむを得ない場合を除き、
身体的拘束等を行ないません。緊急やむを得ない場合に身体的拘束等を行なう場合については次号に
掲げます。

(1)身体的拘束等を行なう場合にはその態様及び時間、その際の利用者の心身の状況並びに緊急
やむを得ない理由を記録します。

業務の概要

介護保険関連業務（居宅介護支援、訪問看護、訪問介護、福祉用具貸与、福
祉用具販売、通所介護、住宅改修、認知症対応型共同生活介護、小規模多機
能型居宅介護等）、介護用品販売、衛生材料販売、医療機器販売、医療機器
貸与、健康美容商品製造販売等、有料老人ホーム、教育研修事業

　事業所は利用者等の人権の擁護・虐待の発生又はその再発を防止するため次の措置を講じます。
（1）虐待の防止のための対策を検討する委員会を定期的に開催するとともに、その結果について、
従業者に周知徹底を図ります。
（2）従業者に対して、虐待防止を啓発・普及する為の研修を定期的に実施します。
（3）虐待の防止のための指針を整備します。
(4)前３号に掲げる措置を適切に実施する為の担当者を置きます。
（5）サービス提供中に事業所の従業者又は擁護者（家族・親族・同居人等）による虐待を受けたと
　　 思われる利用者を発見した場合は、速やかにこれを市町村に通報します。

　事業所は適切なサービス提供を確保する観点から、職場において行なわれる性的な言動又は優越
的な関係を背景とした言動であって業務上必要かつ相当な範囲を超えたものにより従業者の就業環
境が害されることを防止する為の方針の明確化等の必要な措置を講じます。

　事業所は感染症や非常災害の発生時において、利用者に対するサービス提供を継続的に実施する
ための、及び非常時の体制で早期の業務再開を図るための計画（以下「業務継続計画」という。）
を策定し、当該業務継続計画に従い、必要な措置を講じます。

法人の名称 エィチ・ビーアンドシー株式会社

代表者名 代表取締役　脇　靖男

所在地 東京都中央区明石町11-15



　　   　　年　　　月　　　日

  重要事項について文書を交付し、説明しました。

（事業者）

（事業所）

                             　　　　

　　   　　年　　　月　　　日

  私は、重要事項について説明を受け、内容に同意し、交付を受けました。

〈続柄〉

〈続柄〉

管理者 津上　真樹

（利用者） 氏名

エィチ・ビーアンドシー株式会社 

りんどうデイサービスセンター大磯

 （代理人又は立会人） 氏名

（代筆者） 氏名


